
本年四月一日付で、図書館長に就任いたしましたトーマス・ドライトライン（瑩

淨）と申します。前館長・前谷彰先生へのご慰労を申し上げ、感謝の意を表した

いと存じます。図書館のスタッフとともに、明るく勉強しやすい環境をさらに構

築していきたいと思っています。 

 高野山大学の図書館の設立は、今から 121 年前の 1898 年で、現在の建物は今

から 90 年前の 1929 年に当時の有名な建築家の武田五一博士によって設計されたものです。高野

山で建てられた始めての西洋建築といわれています。また高野山大学の図書館の蔵書の数は 30 万

点以上で、その内に 10 万点の貴重な文献や写本を各寺院等から寄託されています。これらの寄託

書のなかに国指定の重要文化財もあります。仏教、密教、国文学、漢籍などの幅広い分野のなか、

一点ものの多い寄託書は国内外の研究者からの高い評価を得ています。 

私はアメリカ人で、ニューヨーク市出身です。外国籍のものが高野山大学図書館長を勤めるのは

おそらく始めてではないかと思います。これから母国語の英語を使って、海外の研究者のあいだに

高野山大学の図書館の貴重な存在とその類のない蔵書を発信していきたいと思っています。 

 真言密教の教えは本来ことばを絶する領域です。書籍から全てを得られるものではないと同時に、

ことばや書籍がないとまたその微妙なところは正確に理解できない側面もあります。弘法大師空海

は『御請来目録』には「論疏を仮（から）ざれば微言功なけむ」と書いています。真言密教は奥深

い教えを持っているので、その教えを説明する注釈書などを使わなければその微妙な境地を理解す

ることができません。また同書には「法は本より言なけれども、言にあらざれば顕われず。真如は

色を絶すれども、色を待ってすなわち悟る」と書かれています。書籍と図像を参考にしなければ本

来ことばを超えている真言密教の深みは悟れないということです。 

 これから図書館の蔵書を使ってお大師さんの教えに近づいてみませんか。 

The teachings of Shingon Buddhism transcend language. They cannot be fully learned from written 

materials, but at the same time without language and books their subtlety cannot be accurately understood. 

Kōbō Daishi Kūkai wrote in his Shōrai mokuroku, “If we do not resort to commentaries, subtle expressions 

become meaningless.” The teachings of Shingon Buddhism are profound, and are difficult to understand 

without using written materials to explain their subtlety, however ultimately imperfect such writings may 

be. He also wrote in the same text, “The Dharma is originally beyond words, yet without words it cannot be 

revealed. Suchness transcends the physical world, yet realization depends on it.” Without making use of 

books and artwork, Shingon Buddhism, which is fundamentally beyond the pale of words, cannot be deeply 

realized.  
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図書館閲覧室に展示している絵図は高野山の全体地図です。 

お寺だけでなく参詣人も描かれています。絵図が描かれた 

時代によってお寺の場所やお寺自体が無くなっていたりす 

るので昔の高野山と今の高野山を比較してみるのも面白い 

かもしれません。 

 

 

 

 

企画コーナー 

日本人初のノーベル文学賞受賞作家である川端康成は今年 

で生誕120周年を迎えます。 

そこで川端康成の著作物や関係する図書を 

集めてみました。 

閲覧室にて開架しています。これを機に川 

端康成について触れてみませんか？ 

ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

図書館パンフレット 英語版 

高野山大学図書館のパンフレットの英語版を 

図書館にて配布しています。日本語版と同じ 

内容で図書館の建物の歴史や所蔵している貴 

重な資料の紹介を載せています。 

ご興味のある方は是非手に取ってみて下さい。 

 

 

書名 請求記号 登録番号 

伊豆の踊子・温泉宿 620/イ/16-7 000131411 

川端康成 710/ミ/2-5 000111116 

千羽鶴 625/セ/5 000045341 

美の存在と発見 624/ヒ/12 921000515 

発 行 所 

〒648-0280 

和歌山県 伊都郡高野町 

高野山 385 

高野山大学 図書館閲覧室 

TEL：0736-56-3835 

FAX：0736-56-5590 

E-mail 

service-lib@koyasan-u.ac.jp 

twitter：@koyasanlib 

高野山に関する図書は第一書庫 4 階

に配架しています。興味を持った方

は、ぜひご利用ください。 

毎月発行していたとしょかん

だよりは、今年度より２ヶ月に

1回となりました。奇数月の 

5・7・9・11・1・3月に 

発行します。 
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